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5．研究計画の概要（800字以内でご記入ください。計画調書に記載した「研究計画」から変更がある

場合、変更内容が分かるように記載してください。） 

 火山の噴火機構を明らかにするためには，地震・地殻変動・空振･全磁力などのみ成らず，火山ガス・可

視及び赤外映像・噴出物等の多項目観測を火口近傍で行うことが重要であることが，国内外の火山観測で

実証されつつある．特に，規模の大きな噴火や爆発的噴火を行う火山では，噴火開始前に適切な観測網を

整備し，噴火に至るまでの観測データを取得することが非定常で一過性の現象である噴火機構の多様な形

態を解明する鍵となる．地震研究所では，浅間山，霧島･新燃岳に火口近傍の観測網を整備し，国内外の研

究機関と共同して多項目観測を実施しつつある．本共同研究では，この観測拠点をさらに多くの国内外の

研究者との共同研究の場として提供するとともに，噴火様式の異なる伊豆大島における火口近傍多項目観

測拠点の整備を進め，多様な噴火様式の機構解明を目指す．同時に，海外の観測網の充実した火山を対象

に研究している研究者を招聘し，様々な火山の比較研究を行うことを目的とする． 

 2013 年度には，これまでの国内外の様々な火山における火口近傍観測による研究成果の情報交換を行う

と同時に，伊豆大島における多項目観測の検討，1000ｍ深の深井戸活用の方策などについて検討会を開催

た．2014 年度は浅間山，霧島新燃岳においては 2013 年度に検討を進めた観測項目の拡充と観測データの

有効利用による噴火機構の解明を進めた．特に，浅間山においては噴火シナリオの検討と合わせて，火山

ガス噴出イベント(VLP)を 2004 年噴火前から系統的に調査した．また，桜島の噴火に伴う空振観測のため

のアレイをイタリアの研究者と共同で展開した．伊豆大島においては，1000ｍ深の深井戸再活用のための

ケーブル引き上げに取り組んだ．2015 年度には伊豆大島における観測網の整備に目処を付け，この新たな

多項目観測データの有効活用方策と，噴火が開始した場合を想定した臨時観測網の展開計画の検討も行う． 

 



６．研究成果の概要 （図を含めて１~2 頁で記入してください。） 
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 2013 年度には，地球物理観測，地球化学観測，噴火モデル等の研究者が集まって，既存の火口近傍観測

網のより有効な活用と観測の多項目化，次の噴火が切迫していると考えられている伊豆大島における火口

近傍多項目観測網の展開について検討を行った．この研究集会にはフランス及びイタリアの研究者も参加

し，特に，火山ガス観測と地球物理観測の連携によりどの様な新たな展開が期待されるかについての検討

を進めた．さらに，伊豆大島における広帯域地震観測網の整備計画やより多様な噴火様式を念頭に置いた

アレイ観測網の検討も進めてきた．また，2014 年 3 月に伊豆大島に次の噴火を視野に入れた観測網の構築

をより具体化するため，本研究計画には参加していない期間・研究者も交えた検討会を開催し，さらに，

九州大学のグループが中心となって現地での臨時アレイ観測網の展開と，地震研究所のグループが中心と

なった広帯域・強震観測網の調査を実施した．また，現在観測が停止している三原山カルデラ内の 1000m

深の深井戸観測井の再活用について，検討会の中で多方面の研究者からアイディアや提案が出され，計画

の具体化に向けた進展があった．2014 年度には，伊豆大島の 1000ｍ深の深井戸ケーブル引き上げ作業を

行ったが，当初の予定通りには引き上げを行う事が出来なかったため，再度の引き上げ作業を 2015 年度

に持ち越した．また，活発な活動を続ける桜島の近傍で，噴火に伴う空振を観測するためのアレイ観測網

をイタリアの研究グループと共同で設置し，現在，順調に観測を継続している． 

 火口近傍の観測データによる噴火過程の理解に関しては，2011 年霧島山新燃岳噴火の際に火口近傍で記

録された広帯域地震計と傾斜計の記録を解析することにより，準プリニー式噴火，マグマ湧出期，及びブ

ルカノ式噴火という異なる噴火に先行する火道浅部での圧力増加現象を明らかにし，特に，ブルカノ式噴

火では，噴火に先行してどの様な現象が火道内部で発生しているかを明らかにした．火道内部ではブルカ

ノ式噴火に先行して，海抜約 600ｍ付近で火道深部から供給される火山ガスがトラップされてガスポケッ

トが形成され，その圧力の増加と共に次第により深いところまで圧力の増加領域が広がっていく．これが

噴火に先行して観測される 2 箇所の傾斜変動比の変化から推察される．火道内部の強度は不均質であるた

め，最も強度の強いマグマフレーム内に蓄積されたガス圧は，火道壁に力学的に大きな圧力を及ぼすこと

なく増加し，最終的にこの最も強度の強いマグマフレームを破壊することによりブルカノ式噴火が発生し

た．また，この圧力増加の先行時間は，噴火の推移と共に指数関数的に長くなり，傾斜変動の時間変化は

より複雑になった．この事は，このブルカノ式噴火の時期に，火道深部からの火山ガスの供給が指数関数

的に減少していたことを示唆している．この研究成果は JGR に掲載された． 

 噴火初期の 3 回の準プリニー式噴火の際に記録された地震，空振，傾斜変動を比較検討することにより，

1 回目と 3 回目の準プリニー式噴火は，火道浅部での圧力減少によりトリガーされたのに対し，2 回目の

準プリニー式噴火はこの様な浅部の圧力減少を伴わず，供給されたマグマ自身の内因的な要因によりトリ

ガーされたと考えられる． 

 霧島に展開した空振観測網で捉えられた桜島の爆発的噴火に伴う空振を，桜島周辺に展開した空振観測

網の記録と合わせて解析することにより，その伝播の特性を明らかにする事に成功した．この研究成果は，

JGR に掲載された．さらに，霧島の地震及び空振観測データを利用して地震データから空振によるノイズ

を除去する新しい解析手法をイタリアの研究者と共同で開発し，SRL に公表した．また，チリの火山のデ

ータにも適用した研究成果を別の論文として取り纏めた． 

 また，伊豆大島で想定するアレイ観測網の検討に関連して，2011 年霧島新燃岳噴火の際のアレイ観測デ

ータと空振データを統合して解析する試みを進め，多項目観測によるアレイ観測の有効性とそのさらなる



活用範囲の拡張可能性を示した．この成果は，本共同研究に参画している研究者[松本(九大･理)]が指導す

る学生の博士論文として，取り纏められた． 

 また，火口近傍観測データの有効活用のため，浅間山と霧島新燃岳の火口近傍観測データに本共同研究

に参画している研究者がアクセスできるシステムを整備した．この火口近傍データを活用して，2009 年浅

間山噴火前後の火山ガス噴出量と VLP 地震の寄与を調べることで，噴火前後の火山ガス供給系の変化を見

いだす成果を，本共同研究に参画する研究者[風早･篠原(産総研)・森(東大・理)・武尾]がまとめ，EPSL に

受理され，今年度中に印刷公表される予定である．  
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